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雜錄金爲锬本位と印度通货，

驅
逐
さ
れ
銀
貨
に
先
ち
て
貯
藏
名
る
る
に
至
る
。

ベ
ダ 

ビ
ー
氏
の
意
見
に
よ
れ
ば
一
旦
貯
藏
せ
ら
れ
た
る
金
は 

以
前
の
銀
貨
に
於
け
る
が
如
く
容
易
に
解
放
せ
ら
る
る 

こ

W

な
し
ビ
云
ふ

o

又
以
て
ル
ー
ピ
ー
鈒
貨
に
對
す
る 

信
用
の
一
部
分
の
失
墜
し
た
る
を
見
る

.

ベ
しC『

近
時
再
一 

び
大
規
模
に
貯
藏
の
行
は
る
る
に
至
办
し
は
統
計
の
示 

す
所
な

:

ル
ー
ビ
ー
鈒
貨
が
其
他
凡
て
の
定
位
貨
幣
の
如
く
其

j 

の
數
量
の
制
限
に
よ
り
て
の
み
其
名
目
價
袼
を
保
ち
得\

る
も
の
な
る
こ
^

は
吾
人
の
記
億
を
す
る
所
な
り
。
印

I  

度
に
於
て
は
ル
ー
ビ
ー
鈒
貨
の
自
凼
鎢
造
を
停
±

し
\し
；
\
 

よ
&
以
後
七
年
間
は
殆
ん
ど
全
く 
V
I

ビ
I

を

' ®
■

せ

了 

し
と
な
し
ビ
云
ふ
を
得
可
し
0

而
し
て
是
が
爲
め
に
誘 

致
せ
ら
れ
た
る
流
貨
の
缺
乏
は
多
少
土
人
の
貯
藏
せ
る
;

ル

ー

ビ

ー

の

解

放

及

外

國

よ

り

| ?

輸
入
に
-1

ぅ
て
補
は 

れ
た
3

0
而
炉
も
”
か
か
る
補
充
の
途
ぁ
る
間
は
流
通 

高
の
制
限
は
充
分
其
效
力
を
發
揮
す
る
こ
マJ

 

t

得
ざ
-
^

き

O

即
ち
ル
ー

ビ

ー
銀
貨
は
英
货1

志
四
片
な
る
其
名

第
九
號
.

.

1

H
1
1

目
價
格
を
維
持
す
る
能
は
す
し
て
一
時
一
志
一
片
に
迄 

下
落
し
た
千
八
西
九
十
八
年
銀
貨
の
爲
替
相
場
の 

確
定
す
る
に
至
$
し
以
後
贩
貨
缺
乏
し
て
取
引
上
闲
雛 

を
來
し
丑
つ
金
融
切
迫
す
る
に
至
う
し
か
ば
政
府
は
新 

た
に
ル
ー
ビ
ー
銀
貨
を
鋳
造
し
之
を
流®
せ
し
め
れ
b 

千
九
百
年
以
後
に
於
け
る
是
等
の
發
行
高
は
非
常
に
多 

额
に
上
う
し
も
、

一
九
〇
七
八
年
の
恐
«
の
年
を
除
け 

ば
、
ル
ー
ビ
ー
銀
貨
の
爲
縣
相
場
を
動
搖
せ
し
む
る
程 

度
に
は
達
せ
さ
う
き
。

获
に
注
意
を
®
す
る
は
,
丨
ビ
ー
銀
货
の
鑛
造
高
を 

決
す
る
は(

I.)

偷
敦
へ
送
金
す
る
に
要
す
る
額
、
C
一) 

_
度
に
於
て
ル
ー
ピ
ー
銀
ビ
引
換
の
爲
め
に
提
出
す
る 

金
の
額
"
及
び
、(

三)

政
府
がi

度
に
於
け
る
取
引
及 

銀
行
業
に
必
要
な
$
ヾ

」

認
め
た
る
槪
箅
高
rc
ょ
る
も
の 

な
る
こ
マ

j

之
な

b

o

 

(

未
完

)

.

發
行
、
债
權
の
發
行
、割
別
、贷
.付
を
細
論
し
、轉
じ
ズ
取
立
等
卜
支
拂
、
 

兩
软
地
金
银
資
踅
、
保
談
f

有
似

M
#

以
m

探
煎
较
览
、
信
部
幾

批
評
と
紹
介

g

部文
！！

羅

『

鈒

行

原
 

'論』

大
.

正

3

佯
六
乃
東
京
同
文
骱
發
行 

\ 

菊

判

一

〇

四

ニ

‘見

並

附

錄

逛

惯

赍

狻

四

 

|

木
密
は
鉗
行
論
泜
攻
羅
游
な
ろ
苹
艄
田
大
织
敎
授
服
部
ド
ク
ト
ル
の
ノ 

帮
述
I -

係
る
船
る
苻
川
艺
新
刊
物
な
り
。
■

は

飯行
！！

關

マ

る

研| 

究
か
龈
行
原
論
、
鈒
行
政
馏
論
並
1 -

鈒
行
經
赀
踰
の
ー
ー
ー
部

1 ^

分
ち
"

M

一 

論
1 -

於
て
は
銀
行
1
!
關
1 '

る
國
段
經
濟
上
の
似
理
如
究
め
政
饿
論
1 -

於

\ 

は
鈒
行
じ
料
す
る
國
家
政
饿
か
論
談
し
經
瞥
論
| -

於
て
は
鈒
行
號
潜
の

| 

執
る
可
さ
锬
槊
力
針
か
述
べ
ん
と
す
。.
本
留
は
即
ち
此
第
一
部
U

關
す 

る
蓊
潴
の
研
究
か
腿
す
る
も
の
尨
り
o

さ
れ
‘V」

、

木
#
の
收
む
る
所
は 

取
に
銀
行
！1

關
t

る
原
則
の
み
| -

非
ず
し
て
フ
關
々
政
策
並
1

1
經
昝
方
一 

針
！！

諭

及

せ

る

所

め

り

？. 

- 

.

藩
潴
は
銀
行
の
性
赏
か
最
も
廣
鞔H

蹒
し
之
か
琪
戟
し
て
日
く 
0『

銀 

行
と
は
*

H

已
の
計
雜
か
以
て
一
方
ふ
り
信
川
か
受
け
之
か
他
方
じ
興
ふ
. 

る
か
_

ミ
マ
る
企
業
な
り』

と
o

蓊
潴
I t

此
定
親
中
の
文
字
か
詳
解
せ 

る
後
、
銀
行
の
發
達
か
略
述
し
、
鈒
行
の
効
用
"

龈
行§

種
類
等
か
說 

明
し
、
迆
ん
ヤ
叙
上
の
廣
翁
の
逛
蕺
か
檩
準
と
し
て
、
预
金
、
紙
幣
の

第
八
^

(

 

一
 

ニ
ニ
七)

批
評
と
■紹
介

膝
等l
i
l
l

及

し

、
摄後

！！

爲

替

か

細

論

せ

り

。

俄

ほ

您

M

1

1
は
叙
融
統 

計
を
'a

#

锴

表

と

か

ー

纏

に

揭

出

し

て

讚

漪

の

侦

，冗

か

訃

り

? :

リ
0 

以

上

襲

中

：

-
i

於
て
銀
行
.
の
効爪

： -!.

關
マ
る一

球
、
小

切

罟

關

マ 

る
一
節
* 

.割
别
歩
合
^

^

す
る
數
節
並
に
^

^

の
^

^

論
の
 

一
s r
l t
^ 1 

し
藉
背
が
最
も
努
カ
せ
る
も
の
乜
る
可
し
0

费
人
は
他
=

^
本

逬

^

紛
謎 

す
る
の
機
會
如
得
|1
*

此
败
節
の
圾
旨
か
紹
介
す
芯
と
同
啮
1
1
聊
か
論
評 

^

加
ふ
る
こ

W

あ
^

可
し
o

I

盆

じ

K

f

 

#

:

&

明
じ
し
て
行
文
$

、
加
ふ
る
に
印
刷 

鮮
明
、
且
つ
誤
植
少
、で
き
が
如
し
。
晋
人
は
蓊
潘
が
木
锴
の
如
さ
在
益 

^

る
.
大
部
の
.繁
述
^

党
.成
せ
る
^

刷
し
*

其
如
姊
篇
ゎ
. 

一
0

も
F
r 
く
發 

刊
せ
■ら
る
る
に
至
ら
ん
こ
と
^

祈
る
o
.

小

採
进
三
那
落

 ̂

r
r
. 

本
財

a論』

‘
 

大
正
三
苹
九
月
珙
谅
隆
文
前
發
行 

猫
版
三
八
四
页
楚
恨
蠻
回
九
十
錢 

本
#

は
近
塔
！

1

於
け
る
我
國
0

財
政
の
狻
途
並
じ
典
現
狀
か
說
さ
] ! 

つ-

之

L
1

1
S

加

へ

交

も

の
t

て
、
本

蔻

政

の

大

控

妞

ぜ

ん 

と
欲
す
る
も
の
に
は
奸
絷
老
啬
灯
リ
。
金
怨
か
分
ち
て
、
貉

1

編
徼
算 

制
度
、
第
ニ
緹
經
致
制
度
、笫
三
緇
收
入
制
度
、第
四
糨
攸
入
备
論
と
し
、

第九號：

ニ

1
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婼

八

骀

(

一
ニ
ニ
八

)

批

評

と

紹

介
' 

:

各
編
じ
於
て
先
づ
诹
驳
用
語
の
忠
餓
か
興
へ
、
且
つ
极
'木
學
理
か
略
述 

.

V

る
後
我
财
政
の
現
狀
な
級
介
し

> 

典
货
否
に
關
す
る
蝥
諧
の
斷
粲
如 

下
せ
り
。 

V
:

本
迸
は
^

规
の
評
解
、
學
說
の
考
照
餘
に
蜇
さ
如
嵌
、句
ず
し
て
ノ
虫 

、

■

も
•し
歷
史
的
記
述
と
統
計
と
か
川
ゐ
て
讀
逝
如
し
て
我
戗
入
晓
出
じ
隱 

f

一
 

般
的
知
觊
か
與
ふ
る
1

2

努
め
れ
ろ
が
如
し
0

間
々
賭
外
國
の
琪 

焚
及
び
統
計
か
併
腿
し
て
彼
我
の
對
照
か
侦

U

せ
り
o

晋
人
は
小
秣
博 

士
の
细
に
成
る
此
有
益
对
る
蕃
述
が
廣
く
世
1

1

行
は
る
、
じ
至
る
可
吾 

た
と
^

倍
じ
て
疑
は
ず
。
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學

會
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誌
第
八
卷
第
十
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0

歐
洲
戦

a期
に
於
け
る
英
佛
兩
國
大
小
農
制

に
關
す

る
ァ

ー
サ
！

ャ

ン
グ
の
硏
究

(

其n

鹏

田

德

目
次

(

其
ご

へ

ー

)

開
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(

一)

社
會
政
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學
會
卩
衿
け
る
小
远
保
談
踰 

(

5

舯戸、氣賀

M

敎
授
ー
の
農
村
改
茛
論

'

0
1

)

ギ
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.

ア
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ガ

ー

，
.
ヤングの爲人邦に學問

芯
\

倍

へ

二

 

M

r

し

ン

命

.

.

^

.

歐
谀
戦
亂
期

.

.
1
1

於
け
る
典

.佛
^

^

^

づ
農
佑
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1 ̂

贫
/ \
1

r
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J
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關
ャ
石
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ァ
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ャ
ゾ
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